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C o n t e n t s　　　主な内容
令和３年（2021年）
6月15日発行

令和3年
3月定例会

第 62 号

東っ子のめあてとして、「ひがしっこ」を頭文字に、「人を大切にする子」、「頑張って
取り組む子」、「しっかり表現する子」、「志や夢をもつ子」の４つを掲げています。また、
地域とともにある学校づくりを目指し、地域の特色を生かしたりんご栽培や稲作の
体験学習、ねぷた横笛講習などを取り入れ、教育活動を展開しています。

3月定例会（３/2～３/22…21日間）

［本会議］ ３月２日・22日…議案審議
３月９日・10日・12日…一般質問

［常任委員会］
３月８日　総務企画・建設経済・教育民生
［予算特別委員会］

３月１６日・１７日・１８日

平川市立平賀東小学校のみなさん
令和にかがやく 平川市のたからもの

市
議
会
だ
よ
り

ひ
ら
か
わ

学校の
先生より



平川市ＨＰ
当初予算の概要

318項目

予算に対する質疑項目

こちらもご覧ください

令和３年度予算 私はここに注目
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一般会計当初予算

208億4,000万円
前年度比較 18.9％増
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令
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審
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令和３年度
予算審議

森林整備
工藤秀一 議員
①�森林経営管理制度における
現地確認業務とは。
②�現地確認業務の今後の実施予定は。
葛西勇人 議員
③森林所有者への意向調査とは。

答　弁
①�市内の森林を８区域に分けて現地確認
し、集積可能なものは市から森林経営者
へ再委託することを想定。
②�令和３年度は碇ヶ関西部区域で現地確認
を実施する。令和９年度までに全８区域
の現地調査をする予定。
③�令和２年度森林の所有者に対して、今後
の森林管理の意向を調査した。その結果
約９割の方が市に管理を任せたいという
回答であった。

家庭ごみ・不法投棄対策
山田忠利 議員
①�ごみ集積ボックス設置事業の
概要は。
葛西勇人 議員
②�町会での不法投棄対策の監視
カメラを希望するが。

答　弁
①�町会が実施するごみ集積ボックスの新
設、更新、修繕の費用の一部を助成する
もの。各町会の要望を受け、令和３年度
は11町会63カ所分を予算計上している。
②�令和３年度は４台購入し各町会へ貸し出
しを行う予定。夜間に撮影可能な機能な
どを有するカメラを準備し、不法投棄抑
止を試みる。

予算特別委員会の
録画映像はこちら

地域公共交通
佐藤　保 議員
①�尾上地域の予約型乗り合い
タクシーの利用には電話予
約が必要だが、電話予約に抵抗を感じる
人が多いのでは。
葛西勇人 議員
②�予約型乗り合いタクシーで、
乗車定員以上の予約があった
場合の対応は。
山田忠利 議員
③�運転免許返納の方に対する地
域公共交通チケットとは。

答　弁
①�説明会などで予約システムの周知に努め
るとともに、電話の受け手側である運行
事業者にも万全の体制で実施してもらう。
②�尾上地域の予約型乗り合いタクシーは２
路線あり、１路線につきジャンボタク
シー１台と小型タクシー１台保有、計４
台の用意がある。その中で融通して対応
する。
③�免許返納者に市役所で運転経歴証明書を
提示していただき、市内の地域公共交通
（平川市循環バス、碇ヶ関・平賀線バス、
乗り合いタクシー、東部・平賀線バス）
に限定した4,000円分のチケットを１人
１回交付する。

お金の使い方や算出方法が
適正かどうか、全議員で慎
重に審議しました。

大澤敏彦 副委員長長内秀樹 委員長

新型コロナ対策や新本庁舎建設
事業などを受け、令和３年度当
初予算は過去最大のものとなり
ました。

市の助成を受けて
新設されたごみ集
積ボックス。

「尾上地域予約型乗り合いタクシー」として、令和３年
６月１日から尾上地域と平賀地域を結びます。

ひらかわ市議会だより 第62号 4
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東京2020聖火リレー
桑田公憲 議員
①�聖火リレーに関する県実行委員会
からの負担金の支給額は。
齋藤　剛 議員
②�令和２年度延期を受け、令和３年
度開催分と合わせて２年分の負担
金が支給されるのか。

答　弁
①�セレモニー関連経費とコロナ対策関連経費約
210万円が支給される。
②�令和３年度開催分のみが支給される。

インフラ整備
工藤秀一 議員
①側溝整備事業の内容は。
石田隆芳 議員
②交通安全施設整備事業の内容は。

答　弁
①�町会要望を受け、現場を確認した上で側溝の
改修を行うもの。いざよい町会内で２カ所、
小和森町会内、四ツ屋町会内、柏木町町会
内、町居町会内、中佐渡町会内、長田町会内
でそれぞれ１カ所。合計８カ所。
②�町会要望を受け、カーブミラーの設置や道路
中央線引き直しなどを行うもの。緊急性の高
いものから実施を進める。

新本庁舎建設事業
工藤竹雄 議員
①�工事は大手建設会社が進めている
が、地元業者の受注状況は。
②�年度ごとの事業量の見直しがあると聞くが。
齋藤律子 議員
③�事業量の見直しによる各年度の支
払額は。

答　弁
①�掘削工事や土砂運搬作業で２社、アスファル
ト等の産廃処理で１社、仮設電気工事で１
社、材料・加工業者２社で合計６社。
②�工事が当初の見込みより進んでおり、令和３
年度末で全工程の６割程度と見込んでいたも
のが、同時期で８割程度完了予定となった。
③�令和２年度は約５億円、令和３年度は約28億
円、令和４年度は約14億円。全体で約47億円。

市民税・法人市民税収入
原田　淳 議員
①�令和３年度課税分の市民税の均等
割額を、令和２年度当初予算と比
較して約500万円減収で予算計上した理由は。
②�令和３年度課税分の法人市民税額を、令和２
年度当初予算と比較して約3,800万円減収で
予算計上した理由は。

答　弁
①�新型コロナにより影響により、市民税均等割
の納税義務者の数が、過去３年間の平均と比
較して10％程度減少すると見込んだため。
②�法人市民税均等割はほぼ例年どおりと見込ん
だ。一方で、法人税割については法人税割の
制限税率12.1％から8.4％への引き下げや、
新型コロナによる影響を、令和元年度実績と
比較して50％程度減と見込んだため。

新本庁舎完成後の内観イメージ。

　市民税は均等割と所得割に分けられます。均等
割１人3,500円、所得割は前年の所得に応じて課
税されます。前年の所得が基準額以下の方は課税
されません。
　法人市民税は均等割と法人税割に分けられます。
均等割は事業所の規模等に応じて、法人税割は国
税の法人税額を基に事業年度の所得に応じて課税
されます。
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農地の災害対策
佐藤　保 議員
①�農地・農業用施設の災害復旧費
の内訳は。
②�民間事業者との災害協定等は結んでいるのか。

答　弁
①�災害発生時の初動対応等の予算で、被災し
た田畑や用排水路等の測量等に280万円、復
旧工事に700万円、重機の借り上げに１千万
円、ブルーシートなど資材に100万円。合計
2,080万円を予算計上している。
②�ＮＰＯ法人コメリ災害対策センターと協定を
結んでいる。

雇用・創業支援
工藤竹雄 議員
①雇用創出支援事業の内容は。
大澤敏彦 議員
②創業支援事業の内容は。
③障がい者雇用奨励金の内容は。

答　弁
①�新型コロナの影響で仕事が減った人などを対
象に、農業現場で働く後押しをする事業。被
服代等の補助や継続して働いた場合の交付金
を支給する。
②�新たに事業を始める方に対し、店舗等の構築物
の経費、備品購入費、広告費などを補助する。
③�国の特定求職者雇用開発助成金で、重度障が
い者を雇用した事業主に対して最大２年間、
年間80万円が給付されているが、本市では
継続的な雇用の支援のため追加で１年間支援
する。支給額は、重度障がい者の方は１人当
たり月３万３千円、その他障がい者の方は月
２万５千円。

 産 業・観 光

農業施策
桑田公憲 議員
①�鳥獣被害防止総合対策事業費補助
金の内訳は。
大澤敏彦 議員
②�農業次世代人材投資事業の内容と令
和３年度の見込みと栽培作物は。
③�強い農業・担い手づくり総合支援事業の内容は。

答　弁
①�実施隊の報酬282万円、わなや探知機の備品
購入費約68万円、猟銃やドローンの講習に
約29万円、通信料等約26万円、手数料ほか
約10万円、合計約415万円。
②�新規就農者支援のための交付金で令和３年度
は新規で５人程度の採択を見込む。栽培作物
はミニトマトが多い。
③�人・農地プランで位置づけられた中心経営体
が導入する農業用機械等の導入を支援するも
の。ただし、国の基準に基づくポイント制に
なっており採択のハードルは高い。

観光・誘客促進
葛西勇人 議員
①�外国人誘客のための事業内容は。
工藤貴弘 議員
②�津軽地域14市町村で津軽地域の�
観光をけん引する、Clan PEONY�
津軽が組織されたが、目的と令和
３年度の事業計画は。

答　弁
①�タクシー送迎付きでさくらんぼ狩りができるプラ
ンなどを検討中。外国の方が親しめるようなタク
シーの装飾や多言語パンフレットを作成する。
②�津軽地域14市町村で観光人材の育成や地域
住民の力を生かして稼げる地域づくりが目
的。令和３年度は、それぞれの市町村の観光
地診断やアンケート調査、旅行業者と協力し
て旅行商品の開発などを行う予定。

フルーツタクシ―のパンフレット。外国の方でも
気軽にさくらんぼ狩りを体験できます。

ひらかわ市議会だより 第62号 6
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部活動支援員・ICT支援員
山谷洋朗 議員
①�部活動指導員の人数と種目は。
②�部活動指導員に関わる予算が減額
となっているが。
工藤竹雄 議員
③�小・中学校のＩＣＴ支援員の役割
とは。

答　弁
①�市内３中学校に３人を配置し、種目はそれぞれバ
レーボール、バスケットボール、ソフトボール。

②�継続的に配置するために、勤務１時間当たりの
単価を見直したためである。引き続き、部活指
導員の配置により教職員の働き方改革を進める。
③�教職員の負担軽減のため、学校のＩＣＴ化や
児童生徒のＩＣＴ機器操作のサポートを行う。

エネルギー教育
山谷洋朗 議員
①�エネルギー教育で使用する器具や
装置は。
中畑一二美 議員
②�中学校のエネルギー教育について
実施時期等は決まっているか。
答　弁

①�小学校では、風力、火力、水力発電のミニ
チュアの実験セットを使用。中学校では、太
陽焦熱炉、簡易放射線検知器、静電高圧発生
装置などを使用。
②�実施事業や担当する教員の負担等を考慮して
実施するため、各学校で異なる。

成 人 式
工藤貴弘 議員
①�令和２年度新成人の成人式はコロ
ナ禍で延期となったが、いつ、ど
のように開催するのか。
工藤竹雄 議員
②�コロナ禍が収まらない場合、令和３
年度新成人との合同開催となるのか。

答　弁
①�お盆の時期に開催する予定。来場者には基本
的な感染対策をお願いするとともに、来賓や
保護者等の入場制限、時間短縮などを検討。
②�合同で実施ということではなく、日にちや時
間をずらして開催すべきと考える。

スポーツ振興
石田隆芳 議員
①�トップアスリート教室のこれまでの開
催実績と、令和３年度の開催予定は。
中畑一二美 議員
②�全国大会等に出場する児童生徒を
支援するスポーツ大会派遣補助金
であるが、これまでの実績と多く
支出されている種目は。

答　弁
①�平成29年度の陸上教室では為末大氏、平成30年
度の陸上教室では髙平慎士氏、同年度の水泳教
室では中村真衣氏、令和元年度の陸上教室では
谷川真理氏、令和２年度はコロナ禍により開催
できなかった。令和３年度はサッカー教室を予
定し、講師として元Ｊリーグ選手をお招きする。
②�平成29年度は148人に約163万円、平成30年度
は212人に約234万円、令和元年度は145人に
約150万円を交付。種目はソフトテニスが最多。

令和元年度開催の平川市成人式の様子。令和３年１月に
開催予定だった令和２年度成人式は、新型コロナの影響
を受け延期となりました。

過去に開催された陸上教室の様子。トップアスリートを
前に、子どもも大人も大いに盛り上がりました。
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 　福 祉・医 療　

生活の保障
福士　稔 議員
①�コロナ禍により都市部などで生活
保護の受給者は増加しているが、
本市の状況は。
齋藤律子 議員
②�生活保護の相談件数は例年とあま
り変わらず、申請者数が減少と
なっているのはなぜか。
③�生活保護申請のハードルが高いと感じるが、
申請書は窓口にあるのか。

答　弁
①�相談件数は例年と変わらないが、申請者数は
減少傾向であり、コロナ関連の相談は数件程
度。
②�各種制度の紹介や自立相談支援機関につない
だ結果、申請に至らなかったためと考える。
③�申請書は窓口に設置するのではなく、相談を
受けた後に配布することとしている。

検診・健診
石田隆芳 議員
①健康増進事業の内容は。
齋藤律子 議員
②健診等委託料の内容は。
③検診委託料の内容は。

答　弁
①�運動・健康講座などの健康教育、心身の健康
に関する健康相談、各種検診や生活保護を受
けている方の特定健診、保健師による訪問指
導など。
②�生活保護を受けている方の特定健診に関する
委託料。被保護者への健康管理支援による受
診者の増加を見込み、70人分で約60万円の予
算を計上。
③�胃がん、大腸がんなどの各種がん検診、肝炎
検査、骨密度検診、歯周疾患検診、ピロリ菌
検査などの検診に関する委託料。例年の実績
から数％の増加を見込み、延べ約１万７千人
分で約5,500万円の予算を計上。

不妊治療費助成
工藤貴弘 議員
①�特定不妊治療に加え、令和３年度
より一般不妊治療も助成対象とな
るが、その内容は。
桑田公憲 議員
②�特定不妊治療の助成を受けられる
治療法と申請方法は。

答　弁
①�保険適用外となっている人工授精の費用を助
成する。助成の額は治療に要した経費の合計
または１万円のいずれか少ない額とし、所得
制限及び助成回数の制限はなく、第１子・第
２子以降は問わない。
②�指定医療機関で実施する体外受精、顕微授
精、凍結胚移植の費用を助成する。申請は、
初めに県に申請していただき、平川市に交付
決定書を添付して申請する。令和３年１月か
ら申請できる要件が緩和され、所得制限等が
撤廃。助成額は１回最大30万円。

令和３年度予算を可決しました。
こ の よう な 審 議 を 経 て、平 川 市 議 会 は

平川市では不妊に悩み、治療を
受けている夫婦の負担軽減のた
めの助成事業を実施しています。

自分や家族、大切な人ためにも
積極的に検診（健診）を受けま
しょう。

不妊治療費助成事業の
詳しい内容はこちら

平川市の検診（健診）
詳しくはこちら

ひらかわ市議会だより 第62号 8



次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
支
援
／
新
本
庁
舎
の
工
事
進
捗ち
ょ
く

状
況
と
計
画

地
域
交
通
体
系
の
維
持
と
利
用
促
進
／
福
祉
除
雪

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
市
民

の
関
心
は
高
い
。
接
種
に
関

す
る
情
報
を
市
民
へ
ど
う
周

知
す
る
の
か
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
日
時

や
場
所
等
の
情
報
を
広
報
誌

や
毎
戸
チ
ラ
シ
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
ま
す
。

議
員
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は

集
団
接
種
と
個
別
接
種
が
あ

る
が
、
そ
の
概
要
は
。

答
集
団
接
種
は
ひ
ら
か
わ

ド
リ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
、
尾
上

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
碇
ヶ

関
公
民
館
で
実
施
し
、
１
日

最
大
１
２
０
回
、
個
別
接
種

は
市
内
７
カ
所
の
医
療
機
関

で
１
日
最
大
20
回
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

議
員
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予

約
方
法
は
。

答
平
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
電
話
で
予
約

受
け
付
け
を
行
う
ほ
か
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
予
約
受
け
付
け
も
検
討
し

ま
す
。

議
員
接
種
率
の
目
標
は
あ

る
か
。

答
ま
ん
延
防
止
に
は
接
種

率
65
％
か
ら
70
％
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
市
と

し
て
も
70
％
を
目
標
と
し
ま

す
。

議
員
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任

意
な
の
で
接
種
す
る
人
と
し

な
い
人
が
出
る
。
分
断
や
差

別
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み

は
。

答
分
断
等
が
生
ま
れ
な
い

よ
う
に
、
市
民
の
皆
様
に
偏

り
の
な
い
情
報
を
周
知
し
ま

す
。

工
く
藤
どう
貴
たか
弘
ひろ
�議員

新型コロナワクチン
接種

ひらかわドリームアリーナで行われたワクチン集団接種模擬訓練
の様子。ワクチン接種をスムーズに行う準備を進めてきました。

平川市の今とこれから

一般質問

区分 質 問 事 項 質問議員 ページ

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

弘南鉄道の再建問題 葛西　勇人
新本庁舎の工事進捗

ちょく

状況と計画 長内　秀樹 P.10
自筆証書遺言保管制度 長内　秀樹
地域交通体系の維持と利用促進 工藤　竹雄 P.11
デジタル・ガバメント対応 佐藤　　保
全世帯への商品券配布 齋藤　　剛 P.13
脱炭素社会と再生可能エネルギー 中畑一二美
防災・減災 中畑一二美
FixMyStreet Japan（まちもん） 中畑一二美
マイナンバーとマイナポイント 中畑一二美
女性議会の開催 中畑一二美 P.14
ジェンダー平等社会 齋藤　律子 P.14
平川市地域公共交通計画（素案） 齋藤　律子

産
業
・
観
光

農業施策 桑田　公憲 P.12
スマート農業導入支援事業 桑田　公憲
ふるさと農業応援事業 桑田　公憲
持続可能な農業、地域
社会を目指す取組 齋藤　律子

教
育
・
福
祉
・
医
療

子宮頸がん対策 工藤　貴弘
新型コロナワクチン接種 工藤　貴弘 P.9
コロナ禍の女性支援 葛西　勇人 P.10
小・中学校手洗い場の
非接触自動水栓 長内　秀樹
平賀東中、碇ヶ関小、
碇ヶ関中の改修等 長内　秀樹

新型コロナワクチン接種 長内　秀樹
ワクチン接種業務の概要 工藤　竹雄
福祉除雪 佐藤　　保 P.11
認知症対策 佐藤　　保
除雪対策 石田　隆芳 P.12
新型コロナ対策 石田　隆芳
支援員の活用方法 山谷　洋朗
検定料の助成 山谷　洋朗 P.13
市内小・中学校の各行事の在り方 山谷　洋朗
福祉灯油と除雪手当の支給 齋藤　　剛
学校給食の無料化実施 齋藤　律子

　平川市のいろいろな課題等について、
議員が市に考えを聞くのが一般質問。全
質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに
１項目を抜粋・要約してお知らせします。

詳細は平川市議会
会議録へ

今回は11名の議員が質問しました
万全の準備を求めます
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一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
員
令
和
３
年
３
月
時
点

で
の
、
新
本
庁
舎
建
設
工
事

の
進し
ん
捗ち
ょ
く

状
況
と
、
今
後
の
工

事
予
定
は
。

答
土
工
事
、
地
盤
改
良
工

事
は
完
了
し
、
基
礎
工
事
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
基
礎
工

事
完
了
後
、
５
月
下
旬
に
オ

イ
ル
ダ
ン
パ
ー
を
除
く
免
振

装
置
を
取
り
付
け
ま
す
。
６

月
か
ら
は
鉄
骨
工
事
を
行
い
、

架
設
状
況
に
合
わ
せ
て
、
耐

火
被
覆
工
事
、
防
水
工
事
、

外
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

９
月
上
旬
に
オ
イ
ル
ダ
ン

パ
ー
を
取
り
付
け
、
そ
の
後

一
般
公
募
に
よ
る
免
振
装
置

の
見
学
会
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
11
月
頃
か
ら
内
装
工

事
と
電
気
・
機
械
設
備
工
事

を
行
い
ま
す
。
令
和
３
年
度

末
ま
で
に
全
工
程
の
８
割
程

度
が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

議
員
工
事
状
況
の
市
民
へ

の
情
報
発
信
は
。

答
着
工
時
よ
り
広
報
ひ
ら

か
わ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

ほ
か
、
大
き
な
画
像
や
動
画

も
掲
載
可
能
な
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

議
員
新
本
庁
舎
は
コ
ロ
ナ

禍
以
前
に
設
計
さ
れ
た
た
め
、

換
気
や
三
密
の
観
点
で
心
配

さ
れ
る
箇
所
が
複
数
あ
る
。

見
直
し
は
考
え
て
い
る
か
。

答
今
後
業
者
等
と
協
議
し
、

現
状
の
中
で
工
事
の
変
更
が

可
能
か
検
討
し
ま
す
。

長
おさ
内
ない
秀
ひで
樹
き
�議員

議
員
女
性
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
精
神
的
・
経
済
的
な
影

響
が
大
き
く
、
特
に
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
問
題
の
１
つ

と
し
て
、
全
国
的
に
女
性
に

対
す
る
家
庭
内
暴
力
が
増
加

し
て
い
る
が
、
本
市
の
状
況

と
支
援
体
制
は
。

答
本
市
の
相
談
件
数
は
増

加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
悩
み
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
必

要
な
情
報
を
提
供
し
、
内
容

に
応
じ
て
専
門
機
関
や
警
察

等
と
連
携
し
て
支
援
し
ま
す
。

議
員
経
済
的
な
問
題
と
し

て
、
女
性
の
非
正
規
労
働
者

の
雇
い
止
め
が
増
加
し
て
お

り
、
特
に
女
性
の
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

支
援
策
は
あ
る
か
。

答
令
和
２
年
度
は
ひ
と
り

親
世
帯
に
対
し
て
、
市
独
自

に
児
童
１
人
当
た
り
２
万
円

を
支
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、

全
児
童
生
徒
の
給
食
費
無
償

化
を
行
っ
た
こ
と
で
、
ひ
と

り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
ま
す
。
令
和

３
年
度
も
感
染
状
況
な
ど
に

応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

議
員
失
業
し
た
女
性
の
た

め
に
も
、
市
に
よ
る
雇
用
創

出
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
就
労
機
会

が
減
少
し
た
方
が
臨
時
農
作

業
員
と
し
て
働
け
る
よ
う
、

令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
助

成
や
交
付
金
の
用
意
を
し
ま

す
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
�議員

新本庁舎の工事
進
し ん

捗
ちょく

状況と計画 コロナ禍の女性支援

建設が進む平川市役所新本庁舎。

平川市議会
会議録

手厚い支援を求めますコロナ禍での建設状況
を問う

意見書提出 補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書
３月22日「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書」が工藤
貴弘教育民生常任委員会委員長から提出され、全会一致で可決されました。意見書は菅義偉
首相及び衆参両院議長宛に提出されました。

ＤＶ（家庭内暴力）は１人で悩まず相談を。
出典：政府広報オンライン
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次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
農
業
施
策
／
除
雪
対
策

検
定
料
の
助
成
／
全
世
帯
へ
の
商
品
券
配
布

議
員
弘
南
鉄
道
へ
沿
線
市

町
村
が
今
後
10
年
間
支
援
し

て
い
く
が
、
令
和
元
年
度
の

補
助
事
業
、
補
助
金
額
、
市

内
各
駅
の
利
用
者
数
は
。

答
枕
木
交
換
な
ど
線
路
設

備
等
の
改
修
経
費
に
対
し
、

国
、
県
、
沿
線
市
町
村
が
鉄

道
軌
道
安
全
輸
送
設
備
等
整

備
事
業
費
補
助
金
を
交
付
し

て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
本

市
か
ら
19
万
６
千
円
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

議
員
本
市
の
除
雪
は
丁
寧

だ
が
、
間
口
の
寄
せ
雪
は
手

に
負
え
な
い
。
高
齢
者
等
除

雪
困
難
者
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
本
市
の
除
雪
は
、
市
道

３
０
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
53

工
区
に
分
け
、
一
般
車
両
の

運
行
を
妨
げ
な
い
夜
間
に

ド
ー
ザ
ー
等
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
除
雪
業
者
に
は
な
る

べ
く
寄
せ
雪
を
多
く
置
か
な

い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

排
土
板
で
車
道
の
雪
を
削
り

元
年
度
の
市
内
各
駅
の
乗
降

者
数
は
、
館
田
駅
５
万
７
２

０
０
人
、
平
賀
駅
31
万
５
５

０
０
人
、
柏
農
高
校
前
駅
６

万
７
３
０
０
人
、
津
軽
尾
上

駅
14
万
７
６
０
０
人
、
尾
上

高
校
前
駅
６
万
９
０
０
人
、

延
べ
約
64
万
８
千
人
で
す
。

議
員
車
社
会
の
現
代
に
お

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
電
車

の
利
用
の
促
進
を
図
り
、
ど
う

い
っ
た
対
策
を
す
る
の
か
。

答
地
域
住
民
の
生
活
の
足

道
路
脇
へ
寄
せ
る
た
め
、
ど

う
し
て
も
寄
せ
雪
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
市
民
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
除
雪
困
難

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

降
雪
期
前
に
町
会
長
等
か
ら

情
報
を
頂
き
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
寄
せ
雪
と
な
ら
な
い

よ
う
除
雪
業
者
へ
配
慮
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事

業
奨
励
金
に
よ
り
町
会
の
雪

対
策
へ
奨
励
金
を
交
付
し
て

と
し
て
持
続
さ
せ
る
た
め
、

本
市
も
含
め
た
弘
南
鉄
道
活

性
化
支
援
協
議
会
利
用
促
進

部
会
を
立
ち
上
げ
、
観
光
振

興
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
関
係
者
が
一
丸
と
な

り
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
利
用
促
進
事
業
の
展

開
に
あ
た
っ
て
は
、
き
め
細

や
か
な
視
点
で
の
工
夫
を
心

掛
け
、
各
事
業
の
評
価
・
検

証
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

い
る
ほ
か
、
平
川
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
町
会
の
除
排
雪

事
業
へ
助
成
す
る
小
規
模
除

排
雪
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
等
で
構
成
さ
れ

る
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
に
よ

る
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
あ
り

ま
す
。

議
員
本
市
に
住
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
も
ら
う
に
は
、

除
雪
は
大
事
で
あ
る
。
高
齢

化
社
会
の
今
、
福
祉
除
雪
を

事
業
化
し
て
ほ
し
い
。

工
く
藤
どう
竹
たけ
雄
お
�議員

地域交通体系の維持
と利用促進

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
�議員

福祉除雪

過去に平賀駅で開催された弘南鉄道主催のイベントの様子。維持
活性化のため、これまでも様々な取り組みが行われました。

除雪が困難な人のため福祉除雪の強化が求められます。

弘南鉄道への支援を問うなぜ家の前に雪を置いて
いくのか

会計監査 国道７号整備促進期成同盟会会計監査
４月６日、福士稔議長が監事を務める本同盟会の令和２年度監査が行われました。同盟会
事務局である弘前市建設部職員４人が来訪し、国や県に行った要望活動を報告。議長はそ
の内容を精査しました。
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議
員
令
和
２
年
11
月
、
盛

美
園
前
の
県
道
の
側
溝
に
ふ

た
を
付
け
た
結
果
、
除
雪
の

寄
せ
雪
が
堆
積
し
、
児
童
が

車
道
側
に
よ
け
て
通
る
た
め

大
変
危
険
な
状
況
で
あ
る
。

答
猿
賀
町
会
か
ら
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
側
溝
整

備
の
要
望
を
受
け
県
で
工
事

を
実
施
し
た
箇
所
で
す
が
、

も
と
は
開
渠
※
２
で
あ
っ
た

部
分
を
可
変
側
溝
※
３
に
入

れ
換
え
た
た
め
、
寄
せ
雪
が

堆
積
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
県
で
は
令
和

２
年
度
も
２
回
排
雪
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
以

降
も
小
ま
め
な
排
雪
を
県
に

要
望
し
通
学
路
の
安
全
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
津
軽
尾
上
駅
付
近
の

一
角
と
津
軽
み
ら
い
農
協
尾

上
支
店
前
が
雪
山
に
な
っ
て
、

見
通
し
が
悪
く
大
変
危
険
だ
。

な
ぜ
そ
こ
に
雪
を
置
く
の
か
。

早
急
に
排
雪
を
す
べ
き
。

答
津
軽
尾
上
駅
付
近
の
雪

山
は
、
市
の
除
雪
の
一
時
堆

雪
箇
所
で
あ
り
、
雪
山
が
大

き
く
な
り
交
通
に
支
障
を
来

す
よ
う
に
な
っ
た
場
合
排
雪

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
弘
南

鉄
道
踏
切
付
近
の
雪
山
は
、

市
の
除
雪
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
た
め
排
雪
の
実
施
は
難

し
い
で
す
が
、
土
地
所
有
者

の
弘
南
鉄
道
と
も
協
議
し
な

が
ら
、
通
学
路
の
安
全
確
保

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

石
いし
田
た
隆
たか
芳
よし
�議員

議
員
本
市
の
農
業
生
産
は
、

少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

に
よ
る
慢
性
的
な
労
働
力
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
り
ん
ご
で

は
特
に
こ
の
傾
向
が
顕
著
だ

が
、
今
後
も
り
ん
ご
の
生
産

量
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
超
高
密
植
栽
培
※
１
等

の
省
力
化
栽
培
が
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
な
る
。
こ
の
超

高
密
植
栽
培
を
導
入
す
る
農

業
者
は
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
が
、
苗
木
の
供
給
体
制

や
高
額
な
初
期
投
資
な
ど
課

題
も
多
く
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ

メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
農
業
者

に
浸
透
し
て
い
な
い
。
各
農

業
者
が
自
ら
の
経
営
方
針
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
新
た
な
栽

培
方
法
の
導
入
を
判
断
で
き

る
よ
う
、
研
修
会
や
情
報
交

換
会
等
の
場
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答
超
高
密
植
栽
培
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
度
、
苗
木

の
確
保
等
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
や

種
苗
業
者
な
ど
関
係
団
体
等

と
意
見
交
換
を
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
台
木
の
特
性
、
栽

培
方
法
等
に
つ
い
て
は
ま
だ

農
業
者
へ
の
情
報
も
少
な
い

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
農

業
者
が
自
ら
の
経
営
に
あ
っ

た
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
勉

強
会
や
情
報
交
換
会
等
の
開

催
を
関
係
団
体
等
と
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

桑
くわ
田
た
公
きみ
憲
のり
�議員

除雪対策 農業施策

ことば
※１　超高密植栽培
　　　 りんごの栽培方法の１つ。コンパクトな

木を数多く、整然と植える。初期投資は
高額だが、作業の効率化が期待できる。

※２　開
かい
渠
きょ

　　　 ふたをしていない水路。
※３　可変側溝
　　　 道路の勾配に関係なく水の流れを自由に

設定できる側溝。

一
般
質
問
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
内
容
は
、
議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
が
自
由
に
決
め
ま
す
。

盛美園前の県道。寄せ雪で道路が狭くなっています。 高密植栽培に取り組むりんご園地。

安全安心に通学できる
ように

平川市議会
会議録

農業の明るい未来を
目指して
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議
員
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲

食
・
交
通
券
は
、
特
定
の
人

に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。

市
内
の
商
店
等
で
食
料
品
や

日
用
品
の
購
入
に
使
え
る
よ

う
な
１
万
円
の
商
品
券
を
全

世
帯
へ
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
・

交
通
券
事
業
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

痛
手
を
被
っ
た
事
業
者
へ
の

支
援
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
願
い
ま
す
。
議
員
ご

提
案
の
取
り
組
み
は
、
平
成

11
年
度
に
個
人
消
費
の
喚
起

と
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を

目
的
に
実
施
さ
れ
た
地
域
振

興
券
に
類
似
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
国
の
効
果

検
証
で
は
、
景
気
対
策
と
し

て
は
非
常
に
効
果
が
薄
い
と

評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
プ

レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
・
交
通
券

事
業
は
、
65
事
業
者
が
参
加

し
、
販
売
実
績
が
９
４
４
９

冊
で
あ
っ
た
た
め
、
約
１
９

０
０
人
に
購
入
い
た
だ
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
換
金
状

況
を
見
る
と
20
万
～
40
万
円

台
の
店
が
多
く
、
参
加
店
に

広
く
使
わ
れ
た
こ
と
、
継
続

を
望
む
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員
商
品
券
を
毎
戸
配
布

し
た
近
隣
自
治
体
も
あ
っ
た
。

も
っ
と
市
全
体
の
活
性
化
を

考
え
た
施
策
を
望
む
。

山
やま
谷
や
洋
ひろ
朗
あき
�議員

検定料の助成

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
�議員

全世帯への商品券配布

議
員
令
和
２
年
度
か
ら
実

施
し
た
実
用
英
語
技
能
検
定

料
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、

補
助
金
申
請
手
続
き
に
係
る

学
校
現
場
の
負
担
軽
減
が
で

き
な
い
か
。

答
令
和
２
年
度
、
各
校
に

は
補
助
申
請
を
希
望
す
る
生

徒
の
申
請
書
や
実
績
報
告
書
、

領
収
書
の
取
り
ま
と
め
な
ど

を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
、
学
校
か
ら

の
提
出
が
１
回
で
済
む
よ
う

報
告
書
の
様
式
を
改
定
し
、

各
校
担
当
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員
今
後
、
実
用
英
語
技

能
検
定
５
級
か
ら
の
補
助
や

日
本
漢
字
能
力
検
定
、
実
用

数
学
技
能
検
定
の
検
定
料
補

助
に
対
す
る
考
え
は
。

答
５
級
か
ら
の
補
助
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
受
験
者
数

や
学
力
調
査
の
結
果
の
推
移

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
日
本
漢
字
能
力
検
定

や
実
用
数
学
技
能
検
定
に
つ

い
て
は
、
市
内
中
学
生
の
中

に
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
受
験
し
て
い
る
生
徒
が

い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
検

定
料
の
補
助
事
業
を
行
う
こ

と
は
、
学
校
現
場
の
負
担
増

に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
英
語
技
能

検
定
に
絞
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
／
議
会
の
動
き

女
性
議
会
の
開
催
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会
発
足

子供たちの英語学習を後押しするため、市内の中学生を対象
に実用英語技能検定の検定料の一部補助を行っています。

令和３年度も飲食業等支援のためプレミアム付飲食・交通
券が販売されています。

生徒の学習意欲向上の
ために市全体の経済活性化を望む

見本
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一
般
質
問
本
会
議
は
中
継
の
ほ
か
録
画
配
信
を
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
視
聴
で
き
ま
す
。

議
員
第
３
次
平
川
市
男
女

共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
の
下
、

市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
男
女

が
互
い
に
尊
重
し
あ
う
社
会

を
目
指
す
た
め
に
は
、
も
っ

と
女
性
の
意
見
が
生
か
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
他
自
治
体

で
は
女
性
の
視
点
か
ら
捉
え

た
意
見
、
要
望
、
提
案
等
を

市
政
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
女

性
議
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

本
市
に
お
い
て
開
催
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
平
川
市
連
合
婦
人
会
と

の
市
長
と
語
る
会
や
女
性
が

多
く
参
加
し
て
い
る
ユ
ー
ス

議
会
※
１
等
か
ら
女
性
の
声

を
聴
き
、
市
政
運
営
の
参
考

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
性

別
に
関
係
な
く
個
性
や
能
力

を
発
揮
す
る
た
め
の
講
演
会

や
講
座
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
女
性
議
会
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

他
自
治
体
で
の
事
例
を
調
査

し
、
人
材
や
運
営
方
法
等
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
同
プ
ラ
ン
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
互
い
に
認
め
、

支
え
あ
う
、
男
女
（
ひ
と
）

が
き
ら
め
く
平
川
市
」
の
実

現
の
た
め
、
ぜ
ひ
女
性
議
会

を
開
催
し
、
市
民
の
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
聴
い
て
、
そ
れ

を
今
後
の
市
政
運
営
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
�議員

女性議会の開催

議
員
第
３
次
平
川
市
男
女

共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
は
、

平
成
29
年
度
に
始
ま
り
令
和

３
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
対

し
、
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
か
。

答
目
標
と
し
て
い
る
男
女

共
同
参
画
社
会
で
は
、
性
別

に
よ
る
役
割
分
担
意
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
、
情
報
誌
「
き
あ
ら

ひ
ら
か
わ
」
の
発
行
や
講
演

会
の
開
催
に
よ
り
、
意
識
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
講
演
会
の
参
加
者
の
多

く
は
女
性
で
あ
る
な
ど
、
男

女
共
同
参
画
の
考
え
は
ま
だ

広
く
市
民
の
皆
様
へ
伝
え
き

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

議
員
改
善
の
た
め
、
身
近

に
あ
る
不
平
等
の
掘
り
起
こ

し
を
行
い
、
第
４
次
男
女
共

同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
に
反
映

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
第
４
次
の
プ
ラ
ン
策
定

に
当
た
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

平
等
を
盛
り
込
む
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
偏
見
や

固
定
観
念
等
を
解
消
す
る
た

め
、
男
女
双
方
に
対
し
、
意

識
改
革
を
図
り
理
解
を
深
め

る
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。

議
員
同
プ
ラ
ン
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
な
社
会
実
現
の

た
め
重
要
。
素
晴
ら
し
い
第

４
次
の
プ
ラ
ン
を
作
る
こ
と

を
願
う
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
�議員

ジェンダー平等社会

ことば
※１　ユース議会
　　　 若者のまちづくりへの参加を促すことを目的とした本市の取り組み。

令和２年度は、（仮称）若者議会の名称でも活動が行われ、アートイ
ベントや飲食店のパンフレット制作などが提案された。

令和元年９月に開催された連合婦人会との市長と語る会の様子。
女性の声を市政へ反映するための取り組みの１つです。

女性の意見をもっと市政へ

市が発行する男女共同参画情報誌「きあらひらかわ」では、男女
関係なく活躍できる平川市を目指し情報発信を行っています。

平川市議会
ユーチューブ
チャンネル

男女平等な平川市を目指して

ひらかわ市議会だより 第62号 14



平成26年12月� 本会議のインターネット中継をスタート
平成28年� 3月� 議会改革推進委員会を任意委員会として設置
平成28年� 6月� 質問席を設置。以降、市長と対面式で一般質問を実施
平成28年12月� �議員定数削減を議員自ら提案・議決。議員定数20人から16

人へ
平成29年12月� 議員用タブレット端末導入。議会のペーパーレス化へ
令和� 2年� 1月� �山形県米沢市へ議員研修。議会基本条例・議会改革の先進

事例を視察
令和� 3年� 3月� 議会改革特別委員会を設置。議会改革をさらに加速へ

　議会の組織や運営方針などの基本的な事項を条例
として定めたもの。制定は任意ですが、日本全国多
くの自治体で制定されています。

　国から地方自治体への権限移譲などにより、議会
の役割や権限が大きくなる一方で、議員や議会の活
動に対する住民からの関心は高まっています。そう
した中で、積極的な議会改革に取り組む自治体が現
れ、その動きは全国的に広がりました。この議会改
革を継続・発展させるかなめとして、議会基本条例
が制定されるようになりました。

　委員長就任の挨拶をする佐藤保委員。
委員会の設置の目的は市民と議会を結
びつける議会基本条例の策定であり、
このことは全議員の悲願であると所信
表明がありました。
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 議会基本条例とは？

 なぜ制定されるようになったの？

平川市議会の議会改革　これまでの主な取り組み

議会の動き

 議会改革特別委員会委員
（後列左から）工藤貴弘委員、山谷洋朗委員、中畑一二美委員、長内秀樹委員
（前列左から）葛西勇人副委員長、佐藤　保委員長
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議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です。９月15日

令 和 ３ 年 ３ 月 定 例 会
審議議案とその結果（抜粋）

請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。

令和３年 第３回定例会は
9月3日からの予定
開会は10時です。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　工　藤　貴　弘
副委員長　葛　西　勇　人
委　　員　山　谷　洋　朗
　　　　　長　内　秀　樹
　　　　　山　田　忠　利
　　　　　桑　田　公　憲

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-44-1111
提出方法はこちらから▶

傍聴自粛のお願い
新型コロナ感染拡大防止のため
傍聴は控え、インターネット中継
等をご利用くださるよ
うお願いします。
議会中継はこちらから▶

上程された議案 結 果
条例の制定
平川市森林環境整備基金条例案 可決
条例の一部改正
平川市営駐車場条例の一部を改正する条例案 可決
平川市運動施設条例の一部を改正する条例案 可決

（起立採決）

平川市介護保険条例の一部を改正する条例案 可決
（起立採決）

平川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市多目的集会施設条例及び平川市公民館条例の一部を改正する条例案 可決
平川市道路法施行条例の一部を改正する条例案 可決
令和２年度補正予算
一般会計（２件） 可決
国民健康保険特別会計 可決
介護保険特別会計 可決
国民健康保険診療施設事業診療所特別会計 可決
水道事業会計 可決
下水道事業会計 可決
吹上・高畑財産区一般会計 可決
その他
平川市議会会議規則の一部を改正する規則案 可決
平川市教育委員会委員の任命について 同意
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合の共同処理する
事務の変更並びに青森県市町村総合事務組合規約の変更について 可決
青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更について 可決
久吉辺地総合整備計画の変更について 可決
東部辺地総合整備計画の策定について 可決
市道路線の認定について 可決
指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について（10件） 可決
加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書の提出について� ☞関連記事　P10下欄「意見書提出」 可決
令和３年度予算
一般会計� ☞関連記事　P2～8「令和３年度予算審議」 可決

（起立採決）

国民健康保険特別会計 可決
（起立採決）

介護保険特別会計 可決
（起立採決）

後期高齢者医療特別会計 可決
国民健康保険診療施設事業診療所特別会計 可決
学校給食センター特別会計 可決
尾上地区住宅団地温泉事業特別会計 可決
簡易水道特別会計 可決
水道事業会計 可決
下水道事業会計 可決
各財産区一般会計（16件） 可決

編集後記

福士　稔議長

平川市議会会議録

各議案の詳細は
会議録をご覧ください

　本紙の通り、議会改革特別委員会が発足しました。�
　市民の福祉の向上と地域発展を目的に、当市の行財政
運営を監視し、政策立案と提言に取り組むために、議員
として、市民との対話による意見収集や自己研さん・調
査研究、並びに議会の機能強化は必要であると考えます。
　従って、それらの活動原則などを定めた議会基本条例
は、実行しなければならないという市民と議員の契約と
して、その制定は不可欠であると私は考えております。�
　市民に期待される市議会に進化するように、議員一丸
となって取り組んで参りたいと思います。� （葛西勇人）
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